
令和８年(2026年)　１１月　　９日　 

豊 北 総 合 支 所 地 域 政 策 課　 

 

下関市豊北地区集客施設に係る指定管理候補者の選定結果について 

下記のとおり、下関市豊北地区集客施設に係る指定管理候補者を選定しましたので、選定結果を

公表します。指定管理者の指定については、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により下関市

議会の議決を得る必要があり、下関市議会令和８年第４回定例会の議決を経た後に、下関市長が指

定管理者を指定します。 

 

記 

１　選定の概要 

（１）施設の概要 

　　　名　　称　　下関市豊北地区集客施設 

　　　所 在 地　　下関市豊北町大字神田上３１４番１ 

 

（２）指定期間 

　　　令和９年４月１日～令和１４年３月３１日（５年間） 

（３）指定管理候補者の概要 

　　　名　称　　株式会社道の駅豊北 

　　　所在地　　下関市豊北町大字滝部３３９４番地の２ 

主な業務内容 

ア　公共施設の維持管理運営に関する受託業務 

　イ　農畜産物、林産物、水産物及び手工芸品等の地域特産物の販売に関する業務 

　ウ　酒類、飲料水、食料品及び日用品雑貨品の販売に関する業務 

　エ　たばこ、郵便切手及び収入印紙の販売に関する業務 

　オ　園芸用樹木、草木類、花卉類及び園芸用材料の販売に関する業務 

　カ　乳製品、菓子類、麺類の製造・加工・販売及び卸売り業務 

　キ　総菜等加工品の製造及び販売に関する業務 

　ク　飲食店の営業 

　ケ　イベントの企画及び実施に関する業務 

　コ　地域振興のための交流事業及び会議・研修・展示等の施設貸出しに関する業務 

　サ　農業体験を目的とする農園の運営・管理に関する業務 

　シ　飲食及び販売を目的とした売場施設の賃貸に関する業務 

　ス　観光案内及び道路案内に関する業務 

　セ　前各号に附帯する一切の業務 



２　選定までの経緯 

令和８年　８月　３日　　公募により応募団体を募集 

令和８年　８月２８日　　現場説明会の実施・受付開始 

令和８年　９月１０日　　募集・受付の終了 

令和８年１０月　７日　　下関市指定管理候補者選定委員会（下関市豊北地区集客施設）の開 

　　　　　　　　　　　　催 

令和８年１０月２１日　　下関市指定管理候補者選定委員会（下関市豊北地区集客施設）から

下関市長が意見書を受理 

令和８年１１月　５日　　下関市が指定管理候補者を選定 

 

（１）申込資格 

次のアからキまでの要件を満たす法人その他の団体（以下「団体」という。）又は複数の団体で

構成する共同事業体での申込みとし、個人での申込みは受け付けません。 

なお、単独で申込みをする団体は、共同事業体の構成員となることはできません。また、１の

団体が複数の共同事業体の構成員となることもできません。 

ア　物品販売等を含む集客を行う施設の管理及び運営の経験を相当年数有する担当者を確実に

配置できること。 

イ　下関市内に事業所、営業所等を有しているか、又は申込時までに設置していること。 

ウ　豊北町区域内等で生産され、又は水揚げされた高品質な農林水産品、物産品等の販売促進が

できるよう、その集荷について、地元の出荷者組織等と事前（申込みまで）に十分な協議・連

携・調整がなされていること。 

エ　次のいずれにも該当していること。 

（ア）法人税、法人市民税、消費税、地方消費税その他の租税及び労働保険料を滞納していない

こと。 
　（イ）民事再生法（平成１１年法律第２２５号）による再生手続又は会社更生法（平成１４年法

律第１５４号）による更生手続中でないこと。 
　（ウ）指定管理者の責めに帰すべき事由により、過去２年以内に指定管理者の指定の取消しを受

けていないこと。 
（エ）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定により、下関市にお

ける入札参加を制限されていないこと。 
（オ）暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下

「暴力団対策法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又はその構

成員の統制下にある団体でないこと。 
（カ）過去２年以内に労働基準監督署から是正勧告を受けていないこと、又は是正勧告受けたこ

とがある場合にあっては、応募時において当該是正勧告に対する必要な措置の実施について

労働基準監督署に報告済みであること。 
（キ）共同事業体の場合にあっては、構成する全ての団体が（ア）から（カ）までに掲げる資格

を満たしているとともに、次に掲げる条件を満たすこと。 



　ａ　申込時に、構成する全ての団体による「共同事業体協定書」を提出すること。 
　ｂ　指定管理候補者に選定されたときは、下関市と本施設の管理運営に関する基本協定を締

結する時までに、代表団体及び全ての構成団体の責任分担を明確に定めた組合契約を締結

し、その組合契約書の写しを下関市に提出すること。 
　　※　共同事業体にあっては、代表団体がアからエまでの要件を全て満たし、かつ、他の構成団

体の全てがエの要件を満たしている場合に、申込手続を行うことができます。 
オ　消防法（昭和２３年法律第１８６号）に定める甲種防火管理者の資格を有する者を１人配置

することができること（共同事業体の場合にあっては、構成団体のうちいずれかの団体によっ

て要件を満たしていること。）。 

カ　現場説明会に参加すること。 

キ　インボイス制度における適格請求書発行事業者として登録を受けていること。ただし、当該

施設の業務が消費税課税取引に該当しない場合又は当該施設の特性上、利用者がインボイスを

必要としない消費者や免税事業者、簡易課税制度適用事業者のみに限られることが明確な場合

は、この限りではない。 

 

（２）応募状況 
説明会参加団体数　　１団体 

申込書提出団体数　　１団体 

・株式会社道の駅豊北（山口県下関市豊北町大字滝部３３９４番地の２） 

 

３　選定方法 

　　　指定管理候補者の選定については、学識経験者や経営又は財務に関する有識者等から構成さ

れる下関市指定管理候補者選定委員会（下関市豊北地区集客施設）が開催され、ここにおいて、

応募者から提出された事業計画書、収支計画書、応募団体の経営状況を説明する資料等及び応

募団体のプレゼンテーション等により総合的に審議された結果、応募団体についての意見が下

関市長に提出されました。 

下関市は、その意見及び選定の基準を総合的に審査し、指定管理候補者を選定しました。 

 

４　下関市指定管理候補者選定委員会（下関市豊北地区集客施設）の委員（５人） 

【学識経験者】　　　　　　　　釣井　伸一郎（公立大学法人下関市立大学研究機構特命助手） 

【経営・財務に関する有識者】　祖山　久美（中小企業診断士） 

【観光振興に関する有識者】　　中野　貴広（下関観光コンベンション協会　参事） 

【地域振興に関する有識者】　　妻崎　和雅（豊北地区まちづくり協議会　会長）…委員長 

【管理運営に関する有識者】　　熊井　一雄（下関市役所豊北総合支所長） 

　　　　　　　　　　　　　　　※委員長は、委員の互選により決定 

５　選定基準 

選定基準は、別紙１指定管理候補者選定(審査)の基準（下関市豊北地区集客施設）のとおり 

各委員１００点満点の採点方式により、平均点が最低制限基準を上回れば選定することとした。 



なお、最低制限基準は、６０点以上とした。 

 

６　選定委員会の審査結果 

（１）審査結果 

        道の駅豊北 

（２）選定委員会での主な意見 

・年間目標利用者数の設定、及び集客について 

・直近年度の営業利益について 

（３）議事録（要点） 

別紙２「下関市指定管理候補者選定委員会（下関市豊北地区集客施設）議事録（要点）」の 

とおり 

 

７　選定結果 

下関市は、選定委員会の意見及び選定の基準に基づき総合的に審査し、株式会社道の駅豊北を

指定管理候補者に選定しました。 

（１）選定された団体の提案内容 

別紙３「事業計画書及び事業説明書」のとおり。 

（２）選定の主な理由 

ア　下関市公の施設における指定管理者の指定手続等に関する条例第４条第１項各号に掲げ

る選定基準を満たしているため。 

イ　下関市指定管理候補者選定委員会（下関市豊北地区集客施設）における審査の結果、指定

管理候補者として適当であるとの答申があったため 
 

８　提案額 

　　利用料金制を採用。指定管理料の支払は原則行わない。 

 

 

 Ａ委員 Ｂ委員 Ｃ委員 Ｄ委員 Ｅ委員 合計点 平均点

 ９５ ７０ ８０ ９１ ６４ ４００ ８０．０


